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研究成果の概要（和文）：本研究は六朝楽府を主な研究対象とし、新たな言語表現が生み出されるメカニズムを
明らかにすることを目的とした。研究成果の大部分は「六朝楽府訳注」「何遜詩訳注」の形で公表した。
これらの「訳注」の作成にはできるだけ詳細な【語釈】を付した。実はこの【語釈】は本研究の最も重要な成果
である。それぞれの語の意味だけではなく、どのような歴史的背景を持つのかを可能な限り具体的に追跡して記
述した。これら語誌的な記述を収集し整理することによって六朝楽府に現れる言語表現の一覧が出来上がるはず
であり、今の段階では整理がまだまだ不充分ではあるが、おおよそ700語あまりの項目を立てられるだけの資料
を収集できた。

研究成果の概要（英文）：This research had for its object to make the Liuzhao Yuefu a main subject of
 research and make the mechanism by which new language representation is invented clear. Most of 
study results was published by the shape of "Translation and notes of Liuzhao Yuefu" "Translation 
and notes of HeXun’s Poetry ".
[notes] as in-depth as possible was put to these making of " Translation and notes ". Well, this 
[notes] is the most important outcome of this research. As well as the meaning of the respective 
words, as far as it was possible, it was chased specifically, and it was described what kind of 
historical background to have. This, a list of the language representation which shows in the 
Liuzhao Yuefu by collecting evolution of word usage-like description and putting it in order should 
be finished, and arrangement was still insufficient at the stage now, but the material which can 
just make about approximately 700 items could be collected.
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１．研究開始当初の背景 
中国の「詩に用いられる言葉」はあまりに
も数が多く、その言葉を用いた作品の数も多
い。また、同じ言葉であっても、時代によっ
て詩人によって少しずつ意味内容を異にす
ることが多い。データベースの利用によって
よりスピーディーな検索が可能になったと
はいえ、個々の詩人が用いた言葉の意味内容
は、やはり作品そのものの「読み」から帰納
されなければならないだろう。また、近年の
国内外の中国古典詩研究は唐詩及び宋詩を
中心としており、それらの基礎となった六朝
詩に関する研究は未だ充分であるとは言え
ない。 
本研究は六朝詩、中でも六朝楽府に着目し
た。文学史的に見て、六朝詩は「詩に用いら
れる言葉」のレベルで唐詩・宋詩を準備した
ばかりでなく、六朝楽府詩制作の場は詩人た
ちにとって言語実験の場として機能したと
考えられるからである。それは、第一読者、
即ち「聴き手」と場を共有するという意識、
語りの姿勢をもって作られる楽府詩の場合、
「なにを語るか」よりも「いかに語るか」が
しばしば重要視されることになり、結果とし
て様々な言語実験が行われることになった
ということである。 
本研究は、六朝詩、特に六朝楽府を丹念に
読み解きながら、データベースを利用するな
ど「詩に用いられる言葉」の分析を試み、そ
れらが生み出されるプロセスを明らかにす
ることによって、近年の研究動向に対し基礎
的な情報を提供できると考えた。 

 
２．研究の目的 
本研究は、中国古典詩研究を詩的言語とい
うレベルから再構築するという立場から六
朝詩、取り分け六朝楽府を対象とし、新たな
言語表現が生み出されるメカニズムを究明
することを目的とした。楽府詩制作の場は六
朝詩人たちにとってしばしば言語実験の場
として機能し、様々な言語表現が新たに創出
された。そこで、本研究の具体的な目的を次
のように設定した。 
１）楽府詩制作の場の形態を明らかにする。 
２）六朝詩に用いられた言葉に対する通時
的・語誌的分析に留まるのではなく、新し
い言語表現が生み出され、定着していく、
或いは定着しなかった過程を明らかにす
る。 
本研究は、六朝楽府に用いられる詩的言語
の継承と発展の相を通時的、また共時的に究
明することを目的の第一段階とするが、まず、
北宋の郭茂倩が太古から五代までの楽府詩
をほぼ網羅して編纂した『楽府詩集』をテキ
ストに、これまでの研究実績を踏まえ、魏・
晋から梁・陳に至るまでの作品を中心に分析
する。特に『文選』『玉台新詠』編纂後に作
られた作品群は、初唐の文学に直接の影響を
与えたにも関わらず、従来あまり研究が進ん
でいないので、梁・陳詩の分析には力を傾注

したいと考えた。 
『楽府詩集』は楽府詩を郊廟歌辞・燕射歌
辞・鼓吹歌辞など 12 類に分け、曲調を解説
し、それぞれの楽府題ごとに古辞を前に模擬
作を後にほぼ年代順に配列する。このような
体裁をとる『楽府詩集』を有効に利用するこ
とは、ひとつひとつの楽府題について通時
的・網羅的な研究を進める上で都合がよい。
個々の楽府題には多くの場合あらかじめ定
められたテーマやモチーフがあり、詩人はあ
らかじめ定められたテーマ・モチーフがある
からこそ、思い切った言語表現を追求するこ
とができたと考えられるからである。そして、
様々なデータベースを利用してそれらの詩
的言語がどのように着想されたのか、唐詩・
宋詩に継承されたのかどうかを明らかにす
る。 

 
３．研究の方法 
１）先行研究の収集と整理……個々の詩人を
対象としてきた先学の研究成果を、楽府題
別に収集整理する。この作業から異なる詩
人が作った同題の楽府詩に関する先行研
究を俯瞰することができるようになる。 
２）六朝楽府の語彙の収集と整理……「詩的
言語が生み出される場」という観点から、
詩人がその言葉を獲得するに至ったプロ
セスを明らかにしつつ、個々の語が担うイ
メージを、その変遷も含めて記述する。 
３）『楽府詩集』訳注の作成……１）２）の
作業を踏まえ、訳注を作成する。 
４）六朝楽府の表現面・創作面からの研究…
…楽府題毎の主題を明らかにし、その通時
的変遷を記述する。 
 
４．研究成果 
上の「３．研究方法」に掲げた 
１）については、近年日本及び中国で発表
された関係論文を収集整理し、一覧を作成し
た。 
２）及び３）については「六朝楽府訳注」
及び「何遜詩訳注」を順次作成した。この訳
注の作成こそが実は本研究の基礎部分であ
る。そもそも、漢魏六朝楽府全体に対する
評価も、「遊戯性が強く、詩人の心情が吐露
されることが少ない」「同じ楽府題で作られ
た作品は異なる詩人の手になる場合であっ
ても、内容的に同工異曲・千篇一律の観が
強い」「民間歌謡に由来する白話語彙・白話
的表現や音楽に乗せて唱われる歌詞であっ
たことに由来する楽府詩に特有の詩的言語
があって、読み取りにくい場合がある」な
ど、総じて高いものではなかった。 
本来的に典型を重視するという性質を持
つ中国文学の中にあっても、楽府詩は伝統
の継承が自覚的に行われるのであるから、
詩人は先行作品を明確に意識しつつ作品を
作らなければならない。例えば、ある詩人
が「有所思」という楽府題を用いて作品を
作ろうとするならば、彼は同題の先行作品



に見られる語彙・モチーフ・テーマを踏襲
するなり、少しく変化を加えるなり、或い
はまったく新たに創作するなりといった詩
作活動を自らに課さなければならなかった
ということである。そのような作られ方を
した作品は、結果として遊戯性が強く、テ
ーマに大きな改編を加えない限り同工異曲
の観を生ずることは否めない。しかし、本
研究は「千篇一律」であるからこそ「何を
表現するか」よりも「いかに表現するか」
を重視した、修辞主義的とも呼べる「詩的
言語が生み出される場」を見出せると考え
る。そのような場で生み出された多様な表
現こそが次の唐詩の隆盛を生んだ土壌の一
つとなり得たのではないかという可能性を
視野に入れつつ、本研究では「詩的言語が
生み出される場」と場に参加する個々の詩
人の対応をより具体的に記述することを試
みた。 
さらに、楽府詩がもともと音楽に乗せて
唱われる歌詞であったという性質は、作り
手に「聴き手」の存在を意識させたはずで
ある。その結果、詩人は第一読者とある空
間を共有しているという感覚と共に作品を
生み出しただろう。このような感覚は「君
不見」「欲知」など聴き手に直接訴えかける
表現を生み出し、作品に臨場感を与える結
果となった。今日の我々が楽府詩を読んだ
時に感じるある種の分かり難さは、このよ
うな臨場感の喪失も原因の一つとなってい
るのではないだろうか。我々はどのような
場で作品が作られ披露されたのかを想像に
よってしか補うことができないからである。
そこで、本研究には第一読者と共有された
空間を措定し、作品を読み解いたつもりで
ある。 
これらの訳注を作成する際、最も意を注い
だのは【語釈】であり、本研究の根幹をなす
部分である。【語釈】はそれぞれの語の通時
的変遷をできる限り詳細に記述し、詩人がそ
の語を獲得した経緯や背景を追求したもの
であるが、詩に用いられた語の個々について
記述を進めることは、データベースによる単
純な検索だけではまったく不充分である。デ
ータベースによる検索するだけでは、陶
淵明が「帰去来兮辞」で用いた「孤往」
という語を彼がどのように獲得したかの
かを明らかにすることはできない。『淮南
子』に見える「独往」の語を踏まえるこ
とを指摘する『文選』李善注のように、
詩人の文学的営為を通時的に遡及できる
新たなデータベースを構築する必要があ
る。【語釈】を収集、整理、編集することに
よって「六朝楽府」を読むための辞書を作る
ことができると思う。現在、まだ途中ではあ
るが 800 語程度の収集を終え、整理・編集に
取り掛かったところである。「軽風」という
語を例に挙げると、唐詩中の「軽風」とい
う語は多くの場合「そよ風」の意で用い
られる。しかし、六朝初期の用例ではむ

しろ「疾風」の意で用いられることの方
が多い。これは「軽舟」などの語に見ら
れるように「軽」字に「速い」という意
味があるためだと思われる。それが六朝
中期の「所与の詩題による詩作活動」に
於いて、例えば「風軽～、露重～」のよ
うに「重」と対比され、「風軽～、雨細～」
のように「細」と対比され、「日静～、風
軽～」のように「静」と対比された対句
が作られるようになるなど、「軽」の持つ
「軽微」の意の方が「風」と結び付けら
れて詩中に用いられた結果、逆に「軽風」
に「そよ風」の意が加えられた可能性を
観察できる。このような記述を基礎に『文
選』李善注のような「詩人の文学的営為
を通時的に遡及できる新たなデータベー
ス」の祖型として「六朝詩読解辞典」を
準備できるところまではたどり着けたと
思う。 
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